
9月までカード普及促進強化月間　9月 25日まで市内各所で出張申請受付を実施

マイナンバーカード作るなら便利でお得な今でしょ

●通常開設時間　平日、午前9時 30分～午後4時
●開設時間延長　木曜、午後4時～ 7時
●土日開設　8月14日（日）、28日（日）、9月11日（日）、
24日（土）、25日（日）、時間はいずれも午前9時～正午
※延長時間や土日は、カードの申請と受け取りのみです。
【問】市民課市民係（☎77・8472）

　6 月末時点で 35.1% と、全国平均を 10 ポイントほ
ど下回っている市内のマイナンバーカード交付率。そ
こで市は、カードの普及を推進するた
め、8 月と 9 月を普及促進強化月間と
位置付け、さまざまなキャンペーンを
実施します。詳しくは市公式サイトで
確認してください。

ゆめマート柳川や各コミセンへ出張申請受付

　「申請する気はあるけど、わざわざ市役所や水の郷
まで行くのはちょっと面倒」という声にお応えして、
出張申請受付を実施します。ゆめマート柳川や各コ
ミュニティセンターへ担当者が出向き、カードの申請
手続きはもちろん、写真撮影などもお手伝いします。
□ゆめマート柳川（出入口付近）　
●日時　8 月 14 日、21 日、28 日、9 月 4 日、11 日、
18 日、25 日のいずれも日曜、正午～午後 7時
□各コミュニティセンター
●日時・会場　下表のとおり
●持ってくるもの（共通）　運転免許証や健康保険証な
ど身分を証明できるもの

水の郷の特設会場を土日も開設

　6月から水の郷 1階に設置しているマイナンバー特
設会場。会場ではカードの申請や受け取りはもちろん、
マイナポイント申請のサポートなどマイナンバーに関
する各種手続きの支援を行っています。利用者の多く
のご要望にお応えして、8月 14 日から 9月末まで開
設時間の延長や土日開設を実施します。
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会　　場 日程
柳河ふれあいセンター 8月15日（月）

城内コミュニティ防災センター 8月17日（水）

柳川農村環境改善センター 8月19日（金）

矢留うぶすな館 8月22日（月）

就業改善センター 8月24日（水）

有明まほろばセンター 8月26日（金）

豊原コミュニティセンター 8月29日（月）

蒲池農村環境改善センター 8月31日（水）

大和コミュニティセンター 9月2日（金）

●各コミュニティセンターの出張申請受付　　時間はいずれも午前 10 時から午後 5 時まで
会　　場 日程

大和漁村センター 9月5日（月）

皿垣コミュニティセンター 9月7日（水）

有明コミュニティセンター 9月9日（金）

六合コミュニティセンター 9月12日（月）

二ッ河コミュニティセンター 9月14日（水）

中山コミュニティセンター 9月16日（金）

矢ヶ部コミュニティセンター 9月20日（火）

垂見コミュニティセンター 9月21日（水）

藤吉コミュニティセンター 9月23日（金・祝）

　国が実施している、９月30日までにマイナ
ンバーカードを申請した人に、最大 2万円相
当のポイントを付与する「マイナポイント第２
弾」。市は、これに加えて柳川藩札5000円分を
プレゼントします。対象など詳
しくは、市公式サイトで確認し
てください。既にカードを持っ
ている人には、8月下旬から順
次柳川藩札を郵送予定です。

柳川藩札5000円分
カード取得者は必ずもらえる

9月30日まで
に申請すれば
マイナポイント
とあわせて
2万5000円
相当の特典

藩札5000円

マイナンバー

　令和 3 年 4 月 1 日に旧大和町が、令和 4 年 4 月 1
日に旧柳川市が過疎地域に指定されました。市は、過
疎地域が抱える課題を解決するため「柳川市過疎地域
持続的発展計画（旧柳川市、旧大和町）」を策定し、
非過疎地域となることを目指しています。
　その一環として、市内外の人から多くのアイディア
を出してもらおうと、市は、7月 21 日と 23 日に 3回
のワークショップを開催。20 代から 70 代までの男女
23人が参加しました。
　ワークショップはグループに分かれてスタートし、
まずグループ内でそれぞれが今後の柳川市に何が必要
と思うかを発表しました。そして、出た意見をもとに、
その現状や課題、解決案などを議論。最後に発表者が
グループの意見やアイディアを紹介し、全体で共有し
ました。ワークショップで出た主な意見は下図のとお
りです。その他の意見は、市の公式サイトでも公表す
る予定です。市は今後、ワークショップで出た意見
や毎年実施している市民アンケートの結果などを踏ま
え、未来のまちづくりに生かしていく予定です。
【問】市企画課企画係（☎77・8423）

よりよい柳川を目指して柳川の未来を描くワークショップを開催
柳川を住みよいまちにするために意見出し合う

【上】参加者は、子育
て、仕事などさまざ
まな視点で意見を出
し合った

【左】最後にグループ
ごとに出た意見を発
表。参加者全員で意
見を共有した
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仕事 子育て

まちづくり 情報発信

若者の選択肢が
少ない

若者が流出

空き家の増加

観光地以外の
交通の利便性が低い

お金がかかる

自宅や学校以外
の居場所がない

市の制度が
周知できていない

ＰＲが足りない

ワークショップで出た 課題 や課題を解決する アイディア

稼げるしごとづくり

新規就農

どこでもできる仕事

企業誘致

古民家・掘割沿いカフェ

シェアハウス

自転車専用レーン

ＳＮＳの活用

若者を情報発信源に

広報紙をおしゃれに

保育費支援

医療費支援

遊び場づくり


